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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対向端部の間で長手方向軸に沿って延びる縦方向の延在縁部を伴う、前記対向端部の間
で前記長手方向軸に沿って延びる細長い壁を備え、
　前記壁は、縦方向に延びる縦糸と円周方向に延びる横糸とから織り込まれており、
　少なくともいくつかの前記横糸は、熱硬化されて前記壁に自己カール付勢を与え、前記
縁部を互いに重なり合う関係にし、
　前記円周方向に延びる横糸は、前記長手方向軸を中心に円周方向に延びる複数の離散的
な環状バンドを形成し、隣接するバンドはインチ当たり横糸数が互いに異なる、巻き付き
可能な織物スリーブ。
【請求項２】
　１つ置きのバンドは、同じインチ当たり横糸数を有する、請求項１に記載の巻き付き可
能な織物スリーブ。
【請求項３】
　前記１つ置きのバンドは、熱硬化された前記横糸を有する、請求項２に記載の巻き付き
可能な織物スリーブ。
【請求項４】
　前記隣接するバンドは、熱硬化された前記横糸のインチ当たり横糸数が異なる、請求項
１に記載の巻き付き可能な織物スリーブ。
【請求項５】
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　少なくともいくつかの前記縦糸は、マルチフィラメントである、請求項１に記載の巻き
付き可能な織物スリーブ。
【請求項６】
　熱硬化された前記横糸は、モノフィラメントである、請求項５に記載の巻き付き可能な
織物スリーブ。
【請求項７】
　前記環状バンドの各々は、同じ軸方向長で延びる、請求項１に記載の巻き付き可能な織
物スリーブ。
【請求項８】
　前記環状バンドのうち少なくともいくつかは、相対的に互いに異なる長さで軸方向に延
びる、請求項１に記載の巻き付き可能な織物スリーブ。
【請求項９】
　前記隣接するバンドは、相対的に互いに異なる長さで軸方向に延びる、請求項８に記載
の巻き付き可能な織物スリーブ。
【請求項１０】
　対向端部とともに前記対向端部の間で長手方向軸に沿って縦方向に延びる対向縁部を有
する細長い壁を、前記対向端部の間で前記長手方向軸に対して概して平行に延びる縦糸と
、前記対向縁部の間で前記長手方向軸を概して横切って延びる横糸とにより織ることと、
　前記対向縁部の間で延びる複数の離散的な環状バンドを形成することとを含み、隣接す
るバンドはインチ当たり横糸数が互いに異なり、さらに、
　前記壁に付勢を与えて前記対向縁部が互いに重なり合う関係になるように、少なくとも
いくつかの前記横糸を熱硬化することを含む、巻き付き可能な織物スリーブの構成方法。
【請求項１１】
　同じインチ当たり横糸数を有するバンドを１つ置きに織ることをさらに含む、請求項１
０に記載の巻き付き可能な織物スリーブの構成方法。
【請求項１２】
　横糸を１つ置きのバンドごとに熱硬化することをさらに含む、請求項１１に記載の巻き
付き可能な織物スリーブの構成方法。
【請求項１３】
　熱硬化された前記横糸のインチ当たり横糸数が異なる、隣接するバンドを設けることを
さらに含む、請求項１０に記載の巻き付き可能な織物スリーブの構成方法。
【請求項１４】
　同じ軸方向長を有する前記環状バンドの各々を織ることをさらに含む、請求項１０に記
載の巻き付き可能な織物スリーブの構成方法。
【請求項１５】
　相対的に互いに異なる軸方向に延びる長さを有する、前記環状バンドのうち少なくとも
いくつかを織ることをさらに含む、請求項１０に記載の巻き付き可能な織物スリーブの構
成方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　本願は、２０１０年８月１６日に提出された米国仮出願番号第６１／３７４，０１０号
の利益を主張するものであり、当該出願の全体が引用により本願明細書に援用される。
【０００２】
　発明の背景
　１．技術分野
　本発明は概して、細長い部材を保護するための保護用の織物スリーブに関し、より特定
的には、織られた自己巻き付き保護スリーブに関する。
【背景技術】
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【０００３】
　２．関連技術
　様々な外部環境条件から細長い部材を保護するために、編組まれた、編まれた、または
織られた織物スリーブを利用することが知られている。織物スリーブの種類に応じて、シ
ームレス、筒状の壁、または開口した巻き付き可能な壁のいずれかを有するスリーブが形
成され得、巻き付き可能な壁は、さらに自己巻き付き壁として構成され得る。編組まれた
スリーブは、多くの応用例において有用であり、多くの場面において互いに滑りあう編組
まれた糸の性質によって、ねじれのない壁を提供するが、設計および製造性においていく
つかの制限がある。特に、編組むことが可能な材料の種類、および編物に含まれる特定の
種類の材料の位置が制限される。典型的に、織スリーブは、編組みにおいて直面する製造
上の欠点を克服しているが、織スリーブ自体に欠点を有している。たとえば、織スリーブ
は、自己巻き付き構造として形成されるために、典型的に、円周方向の横糸方向に織られ
た熱硬化可能な（heat-settable）糸を有している。壁を自己巻き付きさせるために必要
な付勢（bias）を与える際には有用であるが、これらの糸は、本質的に長さ方向に沿って
スリーブをより堅くしてしまい、それゆえ、特に角が９０度以上であった場合に、角周辺
で曲げられると、スリーブはねじれやすくなる。
【０００４】
　したがって、そのような欠点を回避しつつ、編組みスリーブと織スリーブとの利点を組
合わせた織物スリーブが必要とされる。また、経済的に製造でき、様々な種類の糸を使用
することができ、９０度以上の角周辺で曲げられてもねじれが生じない、織物スリーブを
提供することが必要とされる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　発明の概要
　本発明の１つの局面に従うと、巻き付き可能な織物スリーブが提供される。織物スリー
ブは、対向端部の間で長手方向軸に沿って延びる縦方向の延在縁部を伴う、対向端部の間
で長手方向軸に沿って延びる細長い壁を含む。壁は、縦方向に延びる縦糸と円周方向に延
びる横糸とから織り込まれており、少なくともいくつかの横糸は、熱硬化されて壁に自己
カール（self curling）付勢を与え、当該縁部を互いに重なり合う関係にする。さらに、
横糸は、長手方向軸を中心に円周方向に延びる複数の離散的な環状バンドを形成し、隣接
するバンドはインチ当たり横糸数（picks-per-inch）が互いに異なる。
【０００６】
　本発明の別の局面に従うと、巻き付き可能な織物スリーブの構成方法が提供される。方
法は、対向端部の間で長手方向軸に沿って延びる対向縁部を有する細長い壁を織ることを
含む。壁は、対向端部の間で長手方向軸に沿って延びる縦糸と、対向縁部の間で延びる横
糸とから織り込まれている。織りプロセスの間、方法は、さらに、インチ当たり横糸数が
互いに異なる隣接バンドを伴う横糸により、対向縁部の間で延びる複数の離散的な環状バ
ンドを形成することを含む。次いで、壁に付勢を与えて対向縁部が互いに重なり合う関係
になるように、少なくともいくつかの横糸を熱硬化する。
【０００７】
　自己巻き付き織スリーブは、それに含まれる部材を引き延ばすために所望の保護を提供
し、また、当該スリーブをねじれることなく９０度以上の角を回って引き回すことができ
るように十分高い柔軟性を有する。高い柔軟性は、インチ当たり横糸数が互いに異なる横
糸による隣接した離散的なバンドによってもたらされる。インチ当たり横糸数を増やした
バンドは、スリーブ壁に高い熱硬化付勢を与えて対向縁部を重なり合う関係で維持し、ま
た、高いフープ強度および被覆率をもたらす。一方で、インチ当たり横糸数を減らしたバ
ンドは、スリーブ壁に高い柔軟性をもたらし、また同時に、これらのバンドを伴う横糸が
、少なくともある程度熱硬化可能な糸として提供される場合には、スリーブ壁に熱硬化付
勢を与えることができる。
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【０００８】
　本発明のこれらおよび他の局面、特徴、ならびに利点は、現在好ましい実施例および最
良の形態の以下の詳細な説明、添付の請求項、および付属の図面を参照して考慮されると
、当業者にはより容易に理解されるであろう。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】細長い部材の周りに巻き付けられて示される、発明の一局面に従って構成された
自己巻き付き織スリーブの概略斜視図である。
【図２】図１のスリーブの壁の拡大部分平面図である。
【図３】発明の別の局面に従って構成された自己巻き付き織スリーブの概略斜視図である
。
【図４】発明のさらに別の局面に従って構成された自己巻き付き織スリーブの概略斜視図
である。
【図５】発明のさらに別の局面に従って構成された自己巻き付き織スリーブの概略斜視図
である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　現在好ましい実施例の詳細な説明
　図面をより詳細に参照して、図１は、たとえばパイプ、または以下に示すようなワイヤ
ハーネスなどのように保護される細長い部材１２の周りに自己巻き付きされた、本発明の
一局面に従って構築された織物スリーブ１０を示す。スリーブ１０は、対向端部１８，２
０の間で長手方向軸１６に沿って延び、かつ長手方向軸１６と平行にまたは実質的に平行
であるとして示される縦方向の延在縁部２２，２４を伴う、対向端部１８，２０の間で長
手方向軸１６に沿って延びる細長い壁１４を有する。図２にもっともよく示されるように
、壁１４は、少なくとも１つの縦方向に延びる縦糸２６と、円周方向に延びる横糸２８と
から織り込まれており、少なくともいくつかの横糸２８は、熱硬化されて壁１４に自己巻
き付きとも称される自己カール付勢を与え、対向縁部２２，２４を互いに重なり合う関係
にして細長い部材１２を完全に囲い、保護するように提供される。横糸２８は、例として
示され限定されるものではないが、長手方向軸１６に沿って交互に並んで延びるＡ，Ｂに
よって表わされる複数の離散的な環状バンドを形成し、すぐ隣接したバンドＡ，Ｂはイン
チ当たり横糸数が互いに異なる。したがって、１セットのバンドＡは、中間セットのバン
ドＢよりも横糸２８の横糸数（インチ当たり横糸数）が少なく、そのため、スリーブ１０
の長さに沿って変動する物理的特性をスリーブ１０に提供する。横糸数が相対的に少ない
バンドＡは、スリーブ１０に高い柔軟性と、９０度以上の角を含む角周辺でねじれなく曲
げることができる性質とを提供し、一方、バンドＡに対して横糸数が相対的に多いバンド
Ｂは、スリーブ１０に高い自己巻き付き能力を提供し、またフープ強度を増大させ、それ
ゆえ、スリーブ１０の圧縮強度を増大させる。バンドＡ，Ｂによって与えられる追加の利
点は、当業者には容易に明らかとなる他の利点とともに後述される。
【００１１】
　縦糸２６は、適切な数の端部において、モノフィラメントまたはマルチフィラメント糸
を含む、いずれかの適切な糸の材料および種類で準備され得る。好ましくは、縦糸２６は
、囲まれた細長い部材１２に対して壁１４によって与えられる被覆保護を高めるために、
少なくとも一部はマルチフィラメント糸で準備され、例として示され限定されるものでは
ないが、熱硬化不能なマルチフィラメント糸ですべて準備され得る。
【００１２】
　横糸２８は、バンドＡ，Ｂの両方の中において少なくとも一部は熱硬化可能なモノフィ
ラメント糸で準備され、必要に応じて、熱硬化可能なモノフィラメントですべて準備され
得る。そうでなければ、バンドＡ，Ｂは、対象とする用途にとって必要なら、マルチフィ
ラメント糸を含み得る。上記のように、交互に並んでいるバンドＡ，Ｂは、インチ当たり
横糸数が異なり、それは熱硬化可能な横糸２８のインチ当たり横糸数が異なることを含む
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。バンドＡの各々は、概して熱硬化可能な横糸２８のインチ当たり横糸数が同じであり、
バンドＢの各々は、概して熱硬化可能な横糸２８のインチ当たり横糸数が同じである。し
たがって、ＡであってもＢであっても、１つ置きのバンドは、熱硬化可能な横糸２８のイ
ンチ当たり横糸数が実質的に同じである。
【００１３】
　熱硬化可能なモノフィラメント糸２８のインチ当たり横糸数がバンドＢに対して少ない
、円周方向に延びるバンドＡは、スリーブ壁１４に高い柔軟性と、壁１４をねじれさせる
ことなく９０度以上の鋭い角部周辺で曲げることができる性質とを提供する。同時に、バ
ンドＡが熱硬化可能なモノフィラメント糸２８を含む場合には、バンドＡは、対向縁部２
２，２４を互いに重なり合う関係にする自己カール付勢力に寄与する。
【００１４】
　熱硬化可能なモノフィラメント糸２８のインチ当たり横糸数がバンドＡに対して多い、
円周方向に延びるバンドＢは、スリーブ壁１４にバンドＢに対してさらに高いフープ強度
の部位を提供する。さらに、バンドＢは、対向縁部２２，２４を互いに重なり合う関係に
する自己巻き付き付勢の大部分を提供する。
【００１５】
　交互に並ぶバンドＡ，Ｂにわたって横糸数が異なる横糸２８を提供することに加えて、
横糸２８をバンドＡ，Ｂの各々において異なるサイズおよび異なる密度で提供して、スリ
ーブ壁１４に所望の柔軟性と被覆特性を与えることができる。したがって、バンドＡは、
あるサイズおよび密度を有する横糸２８を含み、一方でバンドＢは、バンドＡとは異なる
サイズおよび密度を有する横糸２８を含み得る。
【００１６】
　バンドＡ，Ｂの各々は、軸方向に延びる長さが所望の長さになるように構成することが
でき、バンドＡ，Ｂの個々の長さは、図３のスリーブ１１０に示されるように、スリーブ
１０の軸方向の全長にわたって変化することができる。したがって、使用時に高い柔軟性
が必要とされる場合には、バンドＡは軸方向の長さを増加させるように、および／または
、バンドＡの数を増加させるように構成され得る。さらに、交互に並ぶバンドＡ，Ｂの頻
度をスリーブ１０の他の部位に対して増加させて、スリーブの他の領域に対して異なる柔
軟性およびフープ強度特性をもつスリーブの局所領域を提供することもできる。そのよう
に、バンドＡ，Ｂの各々の軸方向の長さを制御できるだけでなく、軸方向において所与の
長さで存在するバンドＡ，Ｂの頻度を制御することもできる。したがって、スリーブ１０
において、ある部位の長さであれば、個々のバンドＡ，Ｂの総数が１０かもしれないが、
同じ軸方向長を有する別の部位の長さであれば、個々のバンド数が５だけかもしれない。
たとえば、各々の部位を形成する交互に並ぶバンドＡ，Ｂは、図１に示すように互いに軸
方向の長さが同じであってもよいし、スリーブ１０の任意の領域において望まれる柔軟性
／フープ強度特性に応じて、図３に示すように異なってもよい。さらに、ここで、スリー
ブが一連のバンドＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄを有し、さらにまた図４のスリーブ２１０において示さ
れるように、一連のバンドＡ，Ｂ，Ｃ，Ｄが繰り返し得るように、追加のバンドがスリー
ブの長さに沿って組み込まれた場合を考えてみる。図のように、各々のバンドにおけるイ
ンチ当たり横糸数は互いに異なっており、バンドＡのインチ当たり横糸数はバンドＢのイ
ンチ当たり横糸数よりも少なく、バンドＢのインチ当たり横糸数はバンドＣのインチ当た
り横糸数よりも少なく、バンドＣのインチ当たり横糸数はバンドＤのインチ当たり横糸数
よりも少なく、Ａ＜Ｂ＜Ｃ＜Ｄのようになっている。本発明のさらに別の局面に従うと、
図５のスリーブ３１０に示されるように、スリーブ３１０は一連のバンドＡ，Ｂ，Ｃ，Ｂ
，Ａを有し得、各々のバンドにおけるインチ当たり横糸数は互いに異なり、バンドＡのイ
ンチ当たり横糸数はバンドＢのインチ当たり横糸数よりも少なく、バンドＢのインチ当た
り横糸数はバンドＣのインチ当たり横糸数よりも少なく、Ａ＜Ｂ＜Ｃのようになっている
。したがって、対象とする用途にとって望ましい物理的な特性に応じて、スリーブは、あ
らゆる数の独立したバンドを有するように構成され得るし、個々のバンドは所望のインチ
当たり横糸数および糸の種類／密度で形成され、所望の柔軟性、フープ強度、および自己
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カール付勢を提供することができる。
【００１７】
　上記のスリーブ１０，１１０，２１０，３１０に加えて、本発明の別の局面は、スリー
ブ１０，１１０，２１０，３１０の作成方法を含む。方法は、対向端部１８，２０の間で
長手方向軸１６に沿って縦方向に延びる縦糸２６と、対向端部１８，２０の間で縦方向に
延び、対向縁部２２，２４の間で円周方向に延びる横糸２８とから細長い壁１４を織るこ
とを含む。さらに、インチ当たり横糸数が互いに異なる隣接バンドＡ，Ｂにおける織りプ
ロセスの間に、対向縁部２２，２４の間で延びる複数の離散的な環状バンドＡ，Ｂを横糸
１８で形成することを含む。さらに、少なくともいくつかの横糸２８を熱硬化し、対向縁
部２２，２４が互いに重なり合う関係になるように壁１４に自己巻き付き付勢を与える。
さらに、方法は、上記のように、バンドＡはあるサイズおよび密度を有する横糸２８を含
み、一方でバンドＢはバンドＡとは異なるサイズおよび密度を有する横糸２８を含むとい
うように、離散的なバンドＡ，Ｂ内に異なるサイズおよび密度を有する横糸２８を設ける
などの、スリーブ１０を構築するためのステップも含む。さらにまた、方法は、バンドＡ
，Ｂ，Ｃ，ＤおよびバンドＡ，Ｂ，Ｃをそれぞれ含む上記のスリーブ２１０およびスリー
ブ３１０などのように、所望に応じて、任意の数の離散的なバンドを有するスリーブを形
成することを含む。
【００１８】
　上記の教示に照らして、本発明の多くの変形および変更が可能である。したがって、発
明は具体的に記載された以外の方法で実施され得、発明の範囲はいずれかの最終的に許可
された請求項によって規定されると理解されるべきである。

【図１】

【図２】

【図３】
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